
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
令和５年度 

事業計画 

社会福祉法人 玉名市社会福祉協議会 
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令和５年度 

基 本 方 針 

 

我が国の急速な高齢化や少子化、人口減少等を背景に、高齢者世帯、単身世帯の増加、

多世代同居世帯の減少等の世帯構造が変化していく中、国民の意識にも変化が生まれ、か

つての地域の「つながり」は薄れ、家族機能の低下も生じてきています。また、地域では、

社会的孤立や引きこもり、虐待、認知症、生活困窮などの様々な課題が絡み合い複雑・多

様化しています。 

そのような中、地域の生活課題を自らの問題として捉え、福祉に関わるさまざまな活動

主体が共に考え取り組み、つながり・支え合うことができる地域社会を築いていくことが

求められています。 

こうした状況や課題に的確に対応すべく、玉名市社会福祉協議会は、地域福祉を推進す

る中核的な団体として、住民主体の理念に基づき、地域における様々な課題や住民のニー

ズを的確に受け止め、地域を基盤とした解決へとつなげる支援やその仕組みづくりに取り

組むとともに、安定的・継続的な事業展開を図っていくため不可欠である職員の確保・育

成・定着に努め、各種事業を適正かつ効果的に実施していきます。 

 また、新たに第４期となる「地域福祉活動計画」を市の「地域福祉計画」と一体的に策

定し、掲げた基本理念である「みんなで創ろう 誰もが安心していきいきと暮らせる 福祉

のまち」を目指し、地域住民をはじめ、各種団体や関係機関、行政などと連携・協働をさ

らに強め、「地域共生社会」の実現に向けた取り組みをより一層推進していきます。 

 

 

 

 

 



2 

基 本 目 標 
（第４期玉名市地域福祉活動計画 令和５年度～令和９年度） 

 

基本目標Ⅰ 誰もが適切な支援を受けられる仕組みづくり 

多様な福祉ニーズを的確に受けとめ、それぞれ適切なサービス利用につながる情報提

供や相談体制の充実を図るとともに関係機関との連携強化を進めます。 

①わかりやすい情報提供と啓発活動の充実 

②相談しやすい体制の構築とアウトリーチの充実 

 

基本目標Ⅱ 生活を支える連携した体制づくり 

さまざまな福祉ニーズに対し適切なサービスが提供できるよう各種サービスの充実を

図るとともに、関係機関や団体等と連携した支援ができる体制づくりを進めます。 

①適切な福祉サービスの提供と量や質の充実 

②包括的な支援の充実 

 

基本目標Ⅲ 安心して暮らせる支え合いと助け合いの地域づくり 

誰もが安心して安全に暮らせるよう、隣近所などでの身近な支え合いとともに、地域

ぐるみの見守りを充実し、災害などの緊急時に備え、平常時からの「顔の見える関係づ

くり」を進めます。 

①地域における支え合いや支援の強化 

②地域ぐるみの見守り体制の充実 

③災害に対する備えの強化 

 

基本目標Ⅳ 地域で気軽につながれる環境づくり 

地域住民が相互に支え合う意識づくりや、地域活動を担う人づくりを進めるため、地

域での交流の場の充実や、誰もが参加しやすい地域活動やボランティア活動を推進し、

幅広い年代に向けた社会参加の環境づくりを進めます。 

①共に生きる社会づくり 

②交流・ふれあいの促進 

③地域活動の担い手の育成 

④地域活動やボランティア活動の推進 
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事業一覧 

基本目標Ⅰ 誰もが適切な支援を受けられる仕組みづくり 

（１）広報誌発行事業   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

（２）ボランティア情報誌発行事業 

（３）ホームページの管理運営 

（４）心配ごと相談事業 

（５）無料法律相談事業 

（６）利用者支援事業〈市受託事業〉 

（７）地域包括支援センター運営〈市受託事業〉   ・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

 

基本目標Ⅱ 生活を支える連携した体制づくり 

（１）ファミリーサポートセンター事業〈市受託事業〉 

（２）外出支援サービス事業〈市受託事業〉 

（３）福祉バス運行事業〈市受託事業〉   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

（４）居宅介護支援事業 

（５）訪問介護事業 

（６）ふれあい援助事業 

（７）居宅介護・重度訪問介護事業 

（８）地域福祉権利擁護事業 

（９）安心生活支援事業 

（10）法人後見事業   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

（11）成年後見制度市民後見人養成講座開催事業（新規事業）〈市受託事業〉 

（12）成年後見制度生活支援員雇用補助事業（新規事業）〈市受託事業〉 

（13）生活福祉資金貸付事業 

（14）福祉金庫貸付事業 

（15）高額療養費等貸付事業 

（16）福祉機器等貸出事業 

（17）サービス苦情相談窓口及び苦情解決第三者委員会設置運営   ・・・・・・・・・ 9 

 

基本目標Ⅲ 安心して暮らせる支え合いと助け合いの地域づくり 

（１）認知症地域支援推進員等設置促進事業〈市受託事業〉 

（２）生活支援体制整備事業〈市受託事業〉 

（３）高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業〈市受託事業〉 

（４）ふれあいネットワーク事業   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

（５）福祉協力員設置事業 

（６）地域生活支援活動推進事業（たまな生活サポートセンター） 

（７）災害ボランティアセンター機能強化事業 
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基本目標Ⅳ 地域で気軽につながれる環境づくり 

（１）総合的な学習の支援 

（２）発達障害児子育て学習支援事業（親子育ちの応援学級） 

（３）家族教室（ひきこもり支援事業）   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

（４）福祉現場実習の受入れ 

（５）高齢者水中ウォーク〈市受託事業〉 

（６）男性シルバー料理教室 

（７）手話体験教室 

（８）救急法等の講習活動   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

（９）地域福祉団体合同研修会 

（10）福祉功労者表彰 

（11）地域子育て支援拠点事業（たまっ子らんど）〈市受託事業〉 

（12）夏休み子どもデイサービス 

（13）ワークキャンプ事業 

（14）ちびっこ広場遊具の修理 

（15）高齢者ふれあい事業   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 

（16）高齢者と子どものふれあい事業〈市受託事業〉 

（17）ふれあいいきいきサロン推進事業 

（18）小学校の空き教室を活用した地域交流活性化事業 

（19）福祉まつり 

（20）ボランティアセンター運営〈市補助事業〉   ・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

（21）福祉協力校事業 

（22）特別支援学級への助成 

（23）福祉団体等との連携と活動支援 

（24）指定者管理施設の管理運営〈市受託事業〉 

 

その他の取り組み 

（１）理事会・評議員会運営   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

（２）社会福祉協議会会員募集事業 

（３）共同募金運動への協力 

（４）日本赤十字社会員募集への協力 
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令和５年度事業概要 
 

基本目標Ⅰ 誰もが適切な支援を受けられる仕組みづくり 
（１）広報誌発行事業 

様々な福祉情報を提供する手段として広報誌「きずな」を発行する。 

《計 画》 

多くの方に興味を持っていただけるようにカラー印刷に変更し、わかりやすく見やすい誌面

づくりに努め、ボランティアに関する情報面も併せ充実させていく。 

▼期日 毎月１日（奇数月８ページ、偶数月４ページ） 

 

（２）ボランティア情報誌発行事業 

 市民へ幅広く情報を提供するために、広報誌「きずな」やホームページに活動の紹介や募集、

講座情報等を掲載し普及啓発を行う。 

《計 画》 

  活動の場である地域に出向く等、情報を収集し最新のボランティア情報や市内のボランティ

ア活動を発信していく。 

 

（３）ホームページの管理運営 

ホームページを開設し、福祉に関する情報や地域活動等を掲載し発信する。 

《計 画》 

最新の情報掲載に努め、地域や各種団体の活動を掲載できるよう情報収集し、活動の充実と

活性化に繋げていく。 

 

（４）心配ごと相談事業 

 日常生活における心配ごとや困りごとの相談を受け付ける。 

《計 画》 

社協職員が随時相談を受け付け、内容に応じた福祉サービスや関係機関へつなぎ、心配ごと

の早期対応に取り組む。 

 

（５）無料法律相談事業 

日常生活における悩みの中で法律的な知識を必要とする諸問題について、市民の相談に対し参

考意見の提供を行う。 

《計 画》 

利用を促進するため、広報誌やホームページをはじめ各事業所窓口や福祉団体等への周知に

努める。 

▼相談員 弁護士 

▼時期  毎月第３木曜日 １４：００～１６：００ １組３０分（要予約） 

▼場所  玉名市福祉センター 

 

（６）利用者支援事業〈市受託事業〉 

  子どもやその保護者等が、教育・保育施設や地域の子育て支援事業等を円滑に利用できるよう

情報提供や必要に応じた相談・助言等を行う。 

 《計 画》 

   子育て支援関係者とのネットワークの構築を図り、身近な相談窓口となるよう事業周知に努

める。 
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（７）地域包括支援センター運営〈市受託事業〉 

高齢者の総合相談、権利擁護、地域の支援体制作り、介護予防の必要な援助等を行い、高

齢者の保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援し、地域包括ケアシステム構築及び深

化のための中核機関としてその機能を果たす。 

《計 画》 

高齢者の抱える多様な課題やニーズに対して適切に対応できるよう、三職種のチームアプ

ローチにより地域福祉を支える関係者との連携支援体制の構築を図る。職員のスキルアップ

を図るための研修の継続、また感染症発生・蔓延時、災害発生時などにおいても業務継続が

できる体制を整える。 

①総合相談支援業務 

地域で生活する高齢者等に関する様々な相談をすべて受けとめ、適切な機関・制度に繋

ぎ、必要に応じて支援を継続していく。 

②権利擁護業務 

成年後見制度や地域福祉権利擁護事業の活用促進や高齢者虐待への対応、虐待対応マニ

ュアルの整備、高齢者虐待防止のための指針の整備。 

③包括的・継続的ケアマネジメント業務 

地域のネットワークの構築を図るとともに地域課題の把握や解決に向けて話し合う地域ケ

ア会議(圏域会議)を生活圏域ごとに開催(本年度は岱明地区をモデル地区として開催予定) 

ケアマネージャーへの日常的な個別指導や相談  

支援困難事例などへの支援や助言 

主任ケアマネージャーの資質向上と連携 等 

④介護予防ケアマネジメント業務 

一般介護予防事業の推進 

介護予防・日常生活支援総合事業対象者のケアマネジメント等 

⑤指定介護予防支援業務 

要支援認定者のマネジメント 

介護保険申請代行 

介護報酬請求業務・給付管理業務 等 

 

基本目標Ⅱ 生活を支える連携した体制づくり 
（１）ファミリーサポートセンター事業〈市受託事業〉 

子育てのお手伝いをして欲しい方(依頼会員)と子育てのお手伝いをしたい方(協力会員)とを

つなぎ、住民同士の相互援助活動により地域の子育てを支援する。  

《計 画》 

子育てサポーター養成講座を開催し協力会員の増員に努め、事故防止に関する講座等を開催

し、安全な活動実施と住民主体の子育て支援の充実に努める。 

 

（２）外出支援サービス事業〈市受託事業〉 

身体上又は環境上かつ経済上の理由により、一般の交通機関を利用することが困難な在宅の高

齢者等に対し、病院等医療機関への送迎を実施する。 

《計 画》 

受診のための交通手段を確保し、自立した在宅生活の継続を支援し安全なサービス提供を行

っていく。 

▼利 用 者 負 担 市内１回３００円、市外１回６００円 

▼利 用 回 数 月４回まで（往復２回） 
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（３）福祉バス運行事業〈市受託事業〉 

路線バスの運行がない地域において、無料で福祉送迎バスを運行し、６０歳以上の方の交通手

段を確保し、市の温泉施設へ送迎を行うことで社会参加を推進する。 

《計 画》 

利用者の要望に柔軟に対応しながら実施する。 

▼利用料 無料  ▼運行日 火曜日～土曜日 

 

（４）居宅介護支援事業（介護保険制度） 

ケアプランや介護予防・日常生活支援総合事業における介護予防ケアマネジメントを行う。 

《計 画》 

専門職としての資質向上に努め、介護サービスや地域資源の効果的な活用により利用者の生

活自立度の向上を図り、利用者と家族の満足度の高いケアプランを作成する。また、事業所と

しての体制を維持するため、職員の確保に努める。 

 

（５）訪問介護事業（介護保険制度） 

訪問介護事業所として、利用者の居宅を訪問し介護サービスを提供する。 

《計 画》 

利用者の生活自立度の向上やニーズに合ったサービス提供ができるよう職員の資質向上の

ための研修を充実する。また、事業所として安定したサービスを提供出来るよう人材確保に努

める。 

 

（６）ふれあい援助事業 

公的サービスや制度の対象とならない方で、病気やケガ、施設からの一時帰宅等で介護サービ

スや日中の見守り支援が必要な方に訪問介護サービスを提供する。 

《計 画》 

ヘルパーが訪問し、安心して在宅生活が送れるよう身体介護や生活援助を行う。 

▼利用料 １時間１，５００円 

 

（７）居宅介護・重度訪問介護事業（障害者総合支援法） 

居宅介護サービスとして、障がい(身体・知的・精神)のある方に介護サービスを提供する。 

《計 画》 

利用者の生活自立度の向上やニーズに合ったサービス提供ができるよう職員の資質向上と

人財確保を図り、事業所として安定したサービス提供ができるよう体制を強化する。 

 

（８）地域福祉権利擁護事業 

認知症や知的障がい、精神障がい等により日常生活を営むのに支障がある方に対し、福祉サー

ビス利用援助を中心として支援を行う。 

《計 画》 

困難事例に対応するために医療・福祉関係機関や法務関係機関との更なる連携と関係づくり

を行うとともに関連する各種研修等の情報提供を行い支え合う基盤づくりを進める。 

 

（９）安心生活支援事業 

成年後見制度及び地域福祉権利擁護事業の補完的な事業として、玉名市社協独自に利用者と契

約し福祉サービス利用援助を中心として支援を行う。 

《計 画》 

緊急性のある事案に対し金銭管理サービス、重要書類の預かり等の支援を行うとともに、行

政や専門職と連携し本来利用すべき地域福祉権利擁護事業や成年後見制度への移行を支援し

ていく。 
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（10）法人後見事業 
法人として成年後見人等を受任し、認知症、知的障がい、精神障がい等によって物事を判断す

る能力が十分でない方の権利を守り、地域で安心して日常生活を送れるよう支援する。  
《計 画》 

専門的な知識が必要とされるため、自己研鑚を積み業務を行う。また、制度に関する情報提
供や研修等を周知し、制度の利用促進に努める。 

 

（11）成年後見制度市民後見人養成講座開催事業（新規事業）〈市受託事業〉 
一般市民が一定の知識と技術を身につけ、市民後見人として活動する人材を養成する。 

《計 画》 
  市民後見人として活動を希望される方を募集し、市民後見活動に必要な知識と技術を習得す

るための養成講座を開催する。 
 
（12）成年後見制度生活支援員雇用補助事業（新規事業）〈市受託事業〉 

市民後見人養成講座修了者を生活支援員として雇用し、市民後見人として活動できる人材を育
成する。 
《計 画》 

   地域福祉権利擁護事業の生活支援員として、業務実績を積み市民後見人として必要な知識と
技術を習得できるよう支援する。 

 
（13）生活福祉資金貸付事業 

低所得者、障がい者又は高齢者の世帯を対象に、資金の貸付けと必要な援助指導を行い経済的
自立や社会参加の促進を図り、安定した生活を送れるように支援する。  
《計 画》 
  コロナ特例貸付の償還が開始され、県社協より相談支援業務を受託し、償還に関する相談や

問合せに円滑に対応し、自立相談支援機関をはじめ各種機関と連携し必要な相談支援を行う。 
▼資金種類 総合支援資金、福祉資金、教育支援資金、不動産担保型生活資金 

 
（14）福祉金庫貸付事業 

低所得世帯に対し、緊急かつ一時的に必要とされる資金を貸付け支援する。 
《計 画》 

生活福祉資金や活用できる制度、サービス等の情報提供を行い、安定した生活を送れるよう
十分な相談対応を行う。 

  ▼貸付金額 ４０，０００円以内 
 
（15）高額療養費等貸付事業 

高額な医療費の支払いが困難な世帯に対して、自己負担額を除いた額の貸付けを行うことで、
安心して治療を受けることができるよう支援する。 
《計 画》 

本所・各支所で相談・受付ができるよう職員対応の充実に努める。 
 
（16）福祉機器等貸出事業 

病気やケガ等により一時的に車いすや介護用ベッド等の福祉機器を必要とされる方へ貸出し
を行う。また、社会福祉協議会所有の物品を貸出すことで市民活動の促進を図る。 
《計 画》 

①福祉機器貸出 
介護保険利用者の申請については、担当の介護支援専門員の意見を聞き、その必要性を適

正に判断し貸出を行う。 
▼貸出機器 介護用ベッド 車いす 歩行器 緊急ベル エアーマット 

②備品貸出 
備品を貸出すことにより、地域福祉活動及び福祉学習の増進を図る。また、本会の事業実

施に支障が無いよう貸出し管理を適正に行う。 
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（17）サービス苦情相談窓口及び苦情解決第三者委員会設置運営 

利用者からの福祉サービスに対する苦情に適切に対応するための窓口を設置する。 

《計 画》 

苦情申出者に誠意を持って対応し、第三者委員の助言や立会いを提案するなど苦情の適切な

解決に努める。 

 
基本目標Ⅲ 安心して暮らせる支え合いと助け合いの地域づくり 
（１）認知症地域支援推進員等設置促進事業〈市受託事業〉 

認知症地域支援推進員を中心に、認知症の理解と支援に対する啓発活動、行政機関や医療機関・

介護保険事業所、地域住民等との連携による「共生」と「予防」の視点に基づき、支援体制を推

進する。 

《計 画》 

①たまなつながるプロジェクト 

生活圏域ごとのキャラバン・メイトが中心となり、たまな認知症応援団や地域の方々と地

域に応じた認知症の普及啓発・本人発信支援の取り組みを考え実施する。本人・家族のニー

ズと認知症サポーター等を中心とした支援をつなぐ仕組み「チームオレンジ」の体制を整備

していく。認知症普及啓発の一環としてアルツハイマーデーの参加協力を行う。 

②キャラバン･メイト連絡会  

キャラバン・メイトの連携強化と共通理解を図るために連絡会や研修会を開催する。 

③認知症サポーター養成講座 

認知症に対する正しい知識と理解を広める養成講座を開催する。 

④たまな認知症応援団養成講座 

認知症についての啓発活動や地域の身近な支援者を養成する講座を開催する。 

⑤認知症介護者のつどい 

認知症の方を介護する家族や関係者が集まり、悩みの相談や心身のリフレッシュを図る場

を開催する。 

⑥多職種連携 

多職種が参加する事例検討会等を実施し、相互の理解と連携の強化を図る。 

⑦認知症カフェ(オレンジカフェ)設置推進 

地域住民の誰もが気軽に集える場所づくりを推進する。 

⑧認知症初期集中支援チームの設置 

複数の専門職が、家族の訴え等により認知症が疑われる人や認知症の人及びその家族を

訪問し、アセスメント・家族支援などの初期の支援を包括的・集中的に行い、自立生活の

サポートを行う。 

 

（２）生活支援体制整備事業〈市受託事業〉 

生活支援コ―ディネーターを配置し、通いの場の運営支援と地域ケア会議（圏域会議）等を

通して地域課題の抽出と地域に不足するサービスの開発等に取り組み、高齢者の生活支援・介

護予防サービスの提供体制の充実を推進する。 

《計 画》 

第２層生活支援コーディネーターと連携し、岱明地域に第２層協議体を立ち上げる。また

職能団体や包括支援センターの看護師チームとの協働により通いの場の活動活性化を図る。 

 

（３）高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業〈市受託事業〉 

居住する高齢者に対し、生活援助員を派遣して生活の相談や指導、安否確認、関係機関との連

絡対応等のサービスを提供する。 

《計 画》 

生活援助員による定期的な訪問を通じ、安心した在宅生活を支援する。 
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（４）ふれあいネットワーク事業 
誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりのために、住民相互による支えあい活動

と体制づくりを推進する。 

《計 画》 

代表者会議の開催や各地域会議の場を通して、福祉課題への取り組みや社協事業の参加と協

力を促し、地域活動の活性化に繋げていく。 

 

（５）福祉協力員設置事業 

ふれあいネットワーク事業を推進する中で、地域で困りごとを抱えた方々の見守り活動を中心

に地域福祉活動を支える地域ボランティアとして行政区ごとに５０世帯あたりに１人を基本に

設置に取り組む。 

《計 画》 

エリア別の研修会を開催し、地域活動への理解と充実を図るとともに民生委員との繋がりを

築いていく。 

▼設置基準 ５０世帯あたり１名を基本に各行政区１名以上の設置 

 

（６）地域生活支援活動推進事業（たまな生活サポートセンター） 

地域住民による支え合いの体制づくりを推進し、高齢者等が住み慣れた地域で自立した生活が

営めるよう日常生活等の支援活動を実施する。 

《計 画》 

高齢者等の在宅生活を支える有効な社会資源となるよう人材の発掘や育成に努め、住民相互

の支え合いをコーディネートする。 

 

（７）災害ボランティアセンター機能強化事業 

災害時に開設するボランティアセンターとして、立ち上げ模擬訓練や講習会等を実施し、災害

時に機能できるボランティアセンターの体制づくりを行う。 

 《計 画》 

   災害ボランティアによる救援活動が円滑かつ効率的に展開されるよう災害ボランティアセ

ンター設置訓練やサポーター養成講座等を実施する。 

 

基本目標Ⅳ 地域で気軽につながれる環境づくり 
（１）総合的な学習の支援 

児童や生徒等が福祉について理解しやすい体験学習や講師派遣、地域のボランティア等による

学習支援を行う。 

《計 画》 

事業周知を図るとともに依頼内容に応じたプログラム(福祉教育)を計画し、福祉の学びを支

援する。 

▼内容 福祉講話 高齢者や障がい者の理解 手話・点字体験 車いす体験  

講師紹介 等 

 

（２）発達障害児子育て学習支援事業（親子育ちの応援学級） 

心身に発達の遅れや発達障がいのある子どもとの関わり方を学ぶ場と参加者が交流する機会

を提供し、子育てに関する不安や悩みを解消し、子どもと共に成長できる喜びを感じ、自らの育

児力を向上させることを支援する。 

《計 画》 

ＩＣＴの活用と平日・休日の開催を検討し、参加しやすい環境づくりに努める。 

▼時期 ５月～１０月 毎月１回（平日と休日開催）計６回 

 

 

 



11 

（３）家族教室（ひきこもり支援事業） 

  不登校やひきこもりで悩まれている保護者やその家族を対象に、どのように本人の成長を理解

し見守り、支えていくかを学ぶ講座と互いの悩みや経験を語り合う場を提供し支援する。 

 《計 画》 

事業周知に努め、参加者に充実した学びと交流の場となるよう講師と十分協議を行い、講座

内容を検討していく。 

▼毎月２回の計６回 

 

（４）福祉現場実習の受入れ 

社会福祉に携わる人材育成に貢献し、実習を希望する教育機関等から現場実習を受け入れる。 

《計 画》 

実習生の希望に沿ったプログラムの提供ができるよう体制を確保し、将来を担う人材育成に

努める。 

▼実習 社会福祉援助技術現場実習 教員免許特例法による介護体験 

看護学生等の臨地実習 法定研修等における介護支援専門員の実習 

高校生インターンシップ 中学生職場体験 等 

 

（５）高齢者水中ウォーク〈市受託事業〉 

横島総合保健福祉センターゆとり～むの温水プールを活用し、元気高齢者や虚弱高齢者の加齢

に伴う生活機能低下の予防、特に運動機能低下を予防するために、足腰に負担の少ない水中での

歩行や楽しみながらできる運動を実施する。  

《計 画》 

水中ウォークサポーター養成講座を初心者講座に変更し、初心者でも気軽に参加できる講座

として健康教育と水中運動普及啓発に努める。 

①水中ウォーキング教室 

▼毎週火・木曜日 

②水中ウォーキング初心者講座 

▼９月～１０月 計６回 

 

（６）男性シルバー料理教室 

男性高齢者等が地域で自立した社会生活を送ることができるよう栄養知識及び調理技術の習

得の機会を提供し、生きがいづくりと仲間づくりの場として実施する。 

《計 画》 

  安心して参加できる環境に留意し実施に努める。 

①シルバー料理教室 

栄養知識及び調理技術の習得の機会を提供し、自立した生活が送れるよう支援する。 

▼対象者 男性高齢者で料理に興味がある方 

②シルバー料理サロン 

調理技術の向上と仲間づくりの機会を提供する。また、調理技術の向上につながる指導内

容を検討し、自立した社会生活が送れるよう支援する。 

▼対象者 シルバー料理教室修了者 

 

（７）手話体験教室 

聴覚障がい(者)への理解とコミュニケーション手段としての手話を体験する機会を提供する。 

《計 画》 

県ろう者福祉協会と協働で使用する資料を作成し、学習内容の充実を図る。 

▼時期 ２月～３月 週１回の４週連続 
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（８）救急法等の講習活動 

手当の基本、人工呼吸や心臓マッサージの方法、ＡＥＤ(自動体外式除細動器)を用いた除細動

などの知識と技術の習得を支援する。 

《計 画》 

日本赤十字社熊本県支部と連携し、指導者の派遣や養成講座を実施する。 

▼講習 救急法救急員養成講座の開催 幼児安全法・救急法講習会等への指導者派遣 

 

（９）地域福祉団体合同研修会 

玉名市内の地域福祉に関わる団体や地域福祉に関心のある方を対象に、地域の中の繋がり(ネ

ットワーク)を見つめ直し、互いに助け合い、安心して暮らせる地域づくりを推進することを目

的に地域の課題解決に向けた取り組みや地域福祉の学習の場とする研修会を実施する。 

《計 画》 

多数の参加者が集まる場となるため、安全な環境に留意し、地域福祉に関する様々なテーマ

を取り上げ、地域住民の繋がりと支え合い活動を推進する。 

 

（10）福祉功労者表彰 

地域において永年ボランティア活動などの善行を継続して行われている方や高額寄付、継続寄

付等の福祉功労者を表彰する。 

 《計 画》 

功労者を顕彰する場として地域福祉団体合同研修会等と併せて表彰式を開催する。 

 

（11）地域子育て支援拠点事業（子育て支援センターたまっ子らんど）〈市受託事業〉 

子育て中の親子が安心して集うことができる場を提供し、育児相談や子育てに関する講習、学

習会、子育て関連の情報提供を行う。 

《計 画》 

安心して利用できる環境づくりと利用者が楽しめる季節行事やイベントの定期的な開催、幼

児安全法講習会や歯科衛生指導、食育等の子育て関する様々な講習会を実施する。 

▼時期 毎週月曜日～金曜日 １０：００～１５：００ 祝日のある週は土曜日開所 

 

（12）夏休み子どもデイサービス事業 
小学１年生から３年生の児童を対象に、学習や遊び、異世代間のふれあい活動を通して、児童

の健全な育成を図り夏休みの期間に実施する。 

《計 画》 

開催会場やボランティア確保、募集周知に努めるとともに、本事業と類似する放課後児童健

全育成事業（学童保育）の状況を鑑み事業継続についても検討する。 

 

（13）ワークキャンプ事業 

福祉への理解と関心を高め、ボランティア活動に対するきっかけづくり、社会連帯意識の高揚

を目的として実施する。 

《計 画》 

福祉施設や地域の活動者と連携し様々な交流や体験学習を取り入れたプログラムを計画する。 

▼時期 ７～８月 

 

（14）ちびっこ広場遊具の修理 

神社の境内や公民館の空き地等に設置されている遊具の修理及び撤去を行う。 

《計 画》 

行政区等の申請に応じて修理・撤去を行う。 

▼対象 ４５箇所／４５行政区 
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（15）高齢者ふれあい事業 

ひとり暮し高齢者や高齢者世帯を対象にふれあいの機会を提供する。 

《計 画》 

安全な環境に留意し、実施内容の検討と工夫を行い、地域の福祉団体と協同し交流が図れる

場づくりを進める。 

①ふれあい会 

▼時期 １０月、２月  ▼場所 保育所(園)、岱明防災コミュニティセンター 

②あいあい交流会 

▼時期 １０月     ▼場所 天水老人憩の家 

 

（16）高齢者と子どものふれあい事業〈市受託事業〉 

ふれ愛一本松交流館において、一本松団地周辺住民を対象に高齢者の介護予防や子ども達が安

心して遊べる場を提供し、高齢者と子ども達の交流を推進する事業を計画し実施する。 

《計 画》 

安全な環境づくりに心掛けるとともに身近な交流の場となるよう年間を通して季節行事や

お楽しみ会等を計画し、毎月発行の便りやポスター掲示等で周知する。また、周辺住民の協力

と参加を得ながら地域と繋がりを深め、利用者にとって参加しやすい環境づくりに努める。 

▼時期 毎週月、火、木、金、土 ９：００～１７：００ 

 

（17）ふれあいいきいきサロン推進事業 

公民館等で実施されているサロン活動を支援し、活性化を図る。 

《計 画》 

民生委員等にサロン活動の理解を広め、地域住民の交流の場づくりと介護予防活動の普及・

啓発を図っていく。 

 

（18）小学校の空き教室を活用した地域交流活性化事業 

小学校の空き教室を校区住民の交流や世代間交流の場として活用する。 

《計 画》 

地域の担い手の状況や協力団体等の意向を踏まえながら住民主体のサロン活動を推進し、身

近な地域で交流等が図れる居場所づくりに取り組んでいく。 

▼時期 ６月 

▼場所 睦合小学校 大野小学校 高道小学校 鍋小学校 

 

（19）福祉まつり 

身近な地域で、地域住民がお互いに支え合い安心して暮らせるまちづくりを目指し、地域福祉

活動に携わる団体やグループ、福祉施設等と協働して交流や体験の場を提供し、福祉を身近なも

のに感じ、関心と理解を深め地域福祉の増進を目的に実施する。 

《計 画》 

安心して参加できる環境や開催時期を検討し、多くの住民や各種団体、ボランティア等の相

互交流が活発に行われる場となるよう協力団体と協議し充実に努める。 

①岱明福祉まつり 

▼時期 １１月  ▼場所 岱明防災コミュニティセンター 

②横島ふれあい福祉まつり 

 ▼時期  ８月  ▼場所 横島町公民館、横島総合保健福祉センターゆとり～む 

③天水福祉まつり 

▼時期  １月  ▼場所 天水市民センター、天水グラウンド 
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（20）ボランティアセンター運営〈市補助事業〉 

ボランティアのコーディネートを中心に、ボランティア情報の発信やボランティア活動への参

加を促進するための事業を企画し運営する。また、活動場所を提供するため市福祉センター内の

ボランティア研修室の貸出しを行う。 

 《計 画》 

   ニーズの発掘とボランティア活動の把握に努め、ボランティアコーディネーターとしての専

門性の向上を図りコーディネート機能の充実に取り組む。 

 

（21）福祉協力校事業 

市内小・中学校・高校の福祉活動を推進し、福祉の心を育成することを目的に学校からの申請

に基づき、審査し活動費の一部を助成する。 

《計 画》 

事業説明会の開催や活動の場に参加し、助成金が有効活用されるよう働きかけを行う。また、

活動の様子を広報誌やホームページで紹介し、活動の活性化に繋げていく。 

 

（22）特別支援学級への助成 

特別支援学級で必要な機材・備品・教材等の購入費を助成することで障がいのある児童や生徒

の教育環境の充実を図る。 

《計 画》 

福祉協力校事業と併せ説明会を開催し、助成金が有効活用されるよう働きかけを行う。 

 

（23）福祉団体等との連携と活動支援 

地域の各種福祉団体が充実と自立した活動が図られるよう必要な人的支援や活動費の助成を

行う。 

《計 画》 

  各種福祉団体と連携・協働した地域福祉の推進を図り、充実した活動が展開されるよう支援

のあり方を認識し、必要な人的支援と助成の財源となる社協会費、寄付金、共募配分金への理

解と協力を求める。 

▼助成対象団体 玉名市老人クラブ連合会 玉名市民生委員児童委員連絡協議会 

玉名市ボランティア連絡協議会 玉名市身体障害者福祉協議会 

玉名市ひとり親家庭寡婦福祉連合会 玉名市精神障害者家族会 

 

（24）指定管理施設の管理運営〈市受託事業〉 
設置目的に沿った運営をするとともに、地域ニーズに合った事業を実施し、福祉活動の拠点と

して充実を図る。 

《計 画》 

  玉名市福祉センター 

  〈管理期間〉令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

横島総合保健福祉センターゆとり～む 

〈管理期間〉令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

天水老人憩の家            

〈管理期間〉平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 
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その他の取り組み 
（１）理事会・評議員会運営 

社会福祉法人として、各種法令や諸規程を遵守し、地域福祉を目的とした諸事業を効果的で効

率的に実施し、健全な経営と組織の基盤強化に取り組む。 

《計 画》 

本会の業務執行の決定を行う理事会と議決機関である評議員会を開催し、法人としての適切

な運営と社協活動の活性化を図る。 

 

（２）社協会員募集事業 

住民参加による地域福祉活動の推進を基本とし、「誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすこ

とのできる福祉のまちづくり」の実現を目指し、会員募集を実施する。 

《計 画》 

地域課題を理解し必要な支援と活動を展開し、地域住民に信頼され必要とされる社協を目指

し、会員加入の増加に努める。 

 

（３）共同募金運動への協力 

地域福祉の推進を目的に、様々な地域の課題解決に取り組む民間団体を支援する募金運動を市

全域で実施する。 

《計 画》 

募金を財源とした事業（配分金事業）を広報誌やホームページ、事業実施時に分かりやすく

伝え、募金額の維持向上に努める。 

 

（４）日赤会員募集への協力 

 日本赤十字社の人道的な活動に賛同し活動を支える会員と活動資金を募集する。 

《計 画》 

会費の使途や必要性について十分な説明や周知に努め、災害救護活動や救急法などの講習、

国際活動等の幅広い赤十字活動を支える会員と活動資金を募集する。 


